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子 どもの く描〈行為〉が起こす く生の 共有〉とそめ分析

磯部　錦司

（宝仙学園短期大学）

1、研究の 目的

　本研 究は、造形活動の 中で の 「人 と もの、人 と人」 の

関係に見 られ る 「包括的、円環 的な関係論」 と、表現者

相互の 「コ ミュ ニ ケ
ー

ショ ン」 を課題に、子どもの 造形

活動を分析する こ とを試み た
一
連の 研究で ある。 こ れ ま

で の研究で は、「平面造形において発生す るコ ラボレ
ー
シ

ョ ンにつ いて の
一
考察亅 （「美術教育学」第 24号）、「発生

的コ ラボ レ
ー

シ ョ ン の 実践」（「宝仙学園短期大学研究紀

要」第 28巻）におい て、目的や前提 と してで な く、表現

者相互 の共同性が、「描くこ と」の 中で 必然的に起 こ る と

するならば．そ れ はどのようなもの で ある の かを実践事

例 か ら述べ て きた。本事例で は、そ の 展開と子どもの 活

動内容につ い て 分析する。

2、研究の 方法

　次の 実践か ら、連続 した子 どもの活動場面を映像で 記

録し、それらの 事例の 中で、表現者相互 が共に描く行為

を起 こ して い く展開と、その 活動内容を分析 した。

　共通の 生活 体験 を持つ 生活 集団 にお い て、それ ぞれの

生活場面の 中で、一
枚の 大きな紙 を敷き、絵の具 筆を

用意する。何 を描くのかは伝えず、そ こ に描い て もよ い

ことの み伝える。

○事例 1

　実施園 ：東村山市 立第八保育園、2001年 5月

　対象児 ：5歳児　24名

　状況　 ：お泊り保育の 翌日、保育室全体に 白い 和紙 （90

　　　　　cmX21m ）を敷きつ め、墨汁と筆を用意す

　 　 　 　 　る。

○事例 2

　実施 園 ：東村山市立第八保育園、2002年 7月

　対象児 ： 5歳児 22名

状況　 ：園庭の菜園で 育て た野菜を収穫し食べ た後

　　　　その菜園の 周 りに 白画紙 （90× 2m ）を 4枚敷

　　　　き、水性絵 の 具、筆を用意する。紙が飽和状態

　　　　になっ た と ころで紙を取り替えて い く。

○事例 3

　実施園 ：キ ンダーガーデン
“
曲 ve バ （デンマ

ー
ク

・ブ

　　　　ラネ市）

文橡 児 ：3歳〜5歳児　34名

状況　 ：異年齢に よ る散歩で、日常に訪れる広場に和紙

　　　　 （90cm × 50m＞を敷き、水生絵の具、筆を用

　 　 　 意 す る。

3、展開と活動の 内容

〈展開〉

○事例 1

　自分の 場所 を見つ け描 き 出す。凡そ の 子 が、お泊 り保

育で出会 っ たもの や 人や そ ので き ごと を具体的に

描き出す。キ ャ ラ クタ
ーや、生活の 中の 具体的なもの を

描 く子もい る。やがて、お泊 り保育で 行っ た洞窟と他人

の それ とをつ な げた り、そ こ に新たな登場人物が現れ互

い で 物語 りを話 しなが ら描く等、体験や出来事を共に描

き合う場面が生まれ．そ の 造形 を基 に空想のイ メ
ー

ジ を

作 り描き合う場面が見 られ る。や がて 、具体的な形の 上

に、イメ
ージ とは関係の ない 垂 らす、重ね る等の 活動へ

変化 し、紙か らお互 いの体に描き 出す。

○事例 2

　一枚目で は、そ れぞれが、自分の 場所を見つ け、菜園

で食べ たキュ ウリや トマ ト．水や苗な ど具体的な もの を

描き出す。グループによっ て は、そ れぞれ の 領域 を一人

の子が分担し描き出す。菜園で食べ た り遊んで い る子 が

徐々 に参加する 。

　2〜3枚目で は、自分の 領域か ら出て、描き出す。描 い

たもの か らお 互 い で物語 をつ くっ た り、他人の 造形 に 描

き加えた りな ど、具体 的 な事 物 か ら物語 や架 空 のイ メー

ジ を表現す る活動が 生 まれ る。

　4 枚目で は、絵の具を垂らし合 っ たり、互い の 形を重

ねたり、つ なげた り、具体的な形 は消え、4 枚目以降で

は．他人 の体に 塗り合う事例が見 られ る。

○事例 3

　自分の 場所でそれぞれ が描き 出す 。 垂 らした り、カ ッ

プを使っ たり、様々 な行為を試す姿がある。具体的な事

物を描く子もい るが そ の 人数は少ない。r 緒に風景 や共

通 の もの を描いた り、自分 の場所 を離れ、長 い 線で線路

をつ く り、そ こ に描き合 い、そ の 絵の 上 を歩 くな どの 姿

が生 まれ る。画 面が飽和状態にな り、終了。
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＜活動 の 流れ と内容＞

　 3つ の事例に共通 して見 られ る活 動は次の よ うで ある。

○それぞれが自分の 場所を見付け具体的な事物や、生活

　 ので きごとを描きだす。

○自分の 場所で 様々 な行為を試しなが ら描 く。
・絵の 具 を垂 らして 表す。
・
手に絵の 具 を着けて 手形 で表す

・筆の 直線的な線によっ て表す　　　
唱

・筆 の 曲線的な線 に よっ て表す

・丸や 抽象的な閉じた形 に よっ て 表す

・
円や曲線的な形を組合せて 表す

・
円や 曲線的な形を重ね て表す

○ 自分の場所から離れ余白を見付け描きだす

○他人 の線や 形 とつ な げて描きだす

○前の 形 を基に、物語を一緒 に言葉で 作 りなが ら描き出

　す。

○相互 が 共通の イメ
ー

ジ を言 葉に レて描き合う。

○他人の線の上 に重ね て描きだす ・

・
他人の 描 い た 色の 上 に絵 の 具を垂 らす

・他人の 形に交わるように形を描く

○具体 的 な形 が消 え、同 じ行為で描 き合うな ど、行為自

　体 を楽 しみ 描く

・
交互に絵の 具を垂 らし合い なが ら描 く

・足 に絵 の 具を塗り歩きながら描く

・体に塗 り合う

　紙が飽和状態 にな り終了す る。

4 、 考察

（1 ）要因に つ い て

　導入 で は、それぞれの場所で、具体的な事物や出来事

を描 い た り、行為を試す活 動が見 られ るが、共 に描く場

面は見られな い。やが て 、次の よ うな環境や関係か ら、

線をつ な げた り、物語を作 り合い 描くなど しな が ら、造

形行為を とお した 「コ ミ ュ ニ ケ
ー

ショ ン」 や 「感覚の 共

有」 にお いて、共に描 く行 為が 生 まれて いる。

○時間
・
場所の 保障

・誰もがこ こな ら自由に描けるとい う 「場所」

・一人ひ と りが、描き た くな る まで 材料 （紙、絵の 具）

　と向き合え る 塒 間」

○あい まい な関係性 （境界、色形の所有）

・表現者相互があい まい に 関われる 「境界のない 画面」

・私の 線や 形や 色で もあり，他人の 線や形や 色で もある

　 「所有の あ い まい な線 ・形 ・色」

○自分 の 「居場所」

・
全体 の 画面の 中、自分の 場所 倨場所） をつ く り、そ

　 の 場所で それぞれが描きだし、そ の 場所か ら活動を広

　 がっ て い く。

　（．2
’
） 「コ ミュ ニ ケーシ ョ ン」 や 「感覚の共有」 として

　 これ らの 事例で は、始めから表現者相互が感覚を共有

させようとか、共通のイ メ
ー

ジを持 っ て 描こ うとする こ

とはな く、初め に 自分の 場所で 自分の 造形を楽しむ うち

に．線や形 をつ なげた り、物語をお互 い につ くっ て描い

た り、他人 の形の上 に描い た り、会話するように絵の具

を垂らし合っ たり、筆で 描き合っ たりしながら、破壊と

構築を繰り返し、結果として 、描くこ とで コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が 生 まれ、共に描 くこ とで 色や 形を共有 し、感覚

を共有し合お うとするで きごとが生まれ て きた。こ こ で

は、共通の イメ
ージ を持っ て、その イメ

ー
ジに向けて形

をっ くろ うとする共同性は、部分的 に しか見られず、結

果 的には、子 どもたち は、共 に描く行為にお い て、コ ミ

ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンや 感覚を共有 しようとする 「行為」 その

もの を楽 しむ姿に い た っ た。つ ま り、こ れ らの 事例 に見

る よ うに、ここで の 共同性は、共通のイメージ を形に し

て い くこ とよ り、共に描 く過程の 「行為J そ の もの に、

子どもたちは描 く こ との 目的を持っ て い る。

（3）主題性との 関 わりに お いて

　 さ らに、主題 との 関わ りの中で、共 同性が どの よ うに

起 こ り、造形活動が展開 して い くの か検討 して みた い。

　 お泊り保育の 事例や、菜園の 事例 に見 るように、「共通

の 生活体験の 中で共有した喜びや感動、出来事を．同じ

画 面の 中で 、同 じイ メージを持っ て 共有し表そ う とする

姿」 が見られ る。共通の 生活体験の 中の 共有した喜びや

感動に よ っ て、個 々 の 表現 は他者の表現 と共有され、同

じイ メージ を生み 出そ うとする 活動へ と転換 して い く場

面が、子どもの 活動の 選択権として ある とい うこ とが考

え られる
’
e こ の 場面で は、共に 生活 した体験によ っ て、

共に描 くこ とが起きて い る。

　 しか し、始 めは イ メ
ー
ジを持 っ て 描い て い る が、や が

て行為自体を楽 しむ こ とに 夢中に なっ て い く姿がある。

そ の様子 は、時間が経過するほ ど、「コ ミュ ニ ケ
ー

ショ ン」

や 「感覚を共有する」行為へ 変化す る。イメ
ージに こ だ

わっ て描き続ける子も多い が、個人によっ てその 現れは

異 なっ て い る。全体 で は、具体 的 な事物 か ら、空想 や イ

メ
ージの 世界へ 、さ らに行為自体を楽しむ抽象的な造形

へ と変化 して い る。
』
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